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ちょっと新しいアンケートの試み 

 

 今年度お手伝いすることになった「ゴミ処理計画策定」のワークショップ。

その前に住民の意識調査（アンケート）をします。そこに、ちょっと新しい試

みを取り入れます。その試みとは？ 

 

☆ゴミ処理に関する意識 

 ゴミ分別は、いうまでもなく住民の方々の意識によって大

きな差異がみられる分野です。 

 ゴミ分別を心がけてくれる住民の方が多ければ、ゴミの分

別は進みます。近年は、消費者の意識向上やリサイクル法の

施行などによってゴミ分別の意識は高まっていますよね。 

 今回の自治体でも、ゴミ分別は進んでおり、一人当たりの

ゴミの量は標準よりも少なくなっています。 

ただ、残念なことに住民票がここになく、単身で生活して

いる方の協力が得にくいことが課題としてあります。 

 

☆そこでアンケートは 

 既に分別してくださっている方々の意識調査はもとより、協力の得にくい

方々へのリーチが課題となります。そこで、今回のアンケートでは、その方々

へのアンケートを試みます。今以上の減量を目指すのなら、積極的に働きかけ

たいところです。企業さんのご協力をいただいて、アンケートを配布しよう！

ということになりました。 

 

☆分別への関心 

・分別していますか？ 

分別していていないとしたら･･･ 

・分別の仕方が伝わっていますか？ 

・ゴミを出す日や時間、場所が伝わっていま

すか？ 

・単身で生活している人にとって不都合なこ

とは何ですか？ 

 

などなど、聞いてみたいことはたくさんあり

ます。アンケートにお答えくださることを期

待して、試行錯誤でＴＲＹしてみます。 

 

ワークショップにも参加して下さると貴重なご意見がいただけてありがたいなぁ 


